





























































































が ((7)a.),｢タメニ-｣もやはり含みにくいようだ ((7)ち)(〔〕ほ 1
つの従属節内であることを表す)0
(7)a.〔専門は英文科だ *が/*けれ ども, 日本語を勉強する左旦
K],留学しました.













































買わなければならない (必要)/使う (使用)/?役に立つ (育
2)
益)買う (意図)/買おう (願望)/買うべきだ (当為評価)
b.漢字を調べるためには,この辞書がある (存在)/
を買わなければならない (必要)/を使う (使用)


























































































































































































































上 (-)｣｢限 り (-)｣｢上-｣,時節 ｢トキ/ トキニ-｣の複文について,
｢Ⅹ-｣型従属節と,｢-｣のない (｢Ⅹ｣塑)従属節を比較しつつ,他の
節との相違点も考慮 して,構文的 ･意味的特徴を記述,説明した｡
その結果,それぞれの節の制約は異なるものの,節としての独立度や,
主節の制約など,｢Ⅹ-｣型としての共通点が見られることもわかった｡
簡単にまとめると,｢Ⅹ-｣型の場合,節としての独立度は｢Ⅹ｣型より
高 く (｢名詞+-｣相当),主節には一回の出来事を描写するような文はふ
さわしくない｡
なお,ここで扱わなかった ｢テ-｣｢ト-｣についてだが,｢テ-｣に関
しては,条件節と ｢従属節+-｣との関わりから,｢ト-｣に関しては,
引用と ｢-｣との関わりから,観察,説明を行う必要があるであろう｡
説明不足の点,残された多くの問題については,今後さらに検討を加え
ていきたい｡
注
1) 主節の述語を意志動作としたのは,目的をもって行う動作というのが,通常,
意志動作であるからであるQ従って,｢忘れた｣のような無意志的な動作も日
的表現を伴うと,｢彼女の気を引くために,辞書を (わざと)忘れた｣のよう
に意志的になる｡
2) ｢この辞書は,漢字を調べるために役に立つ｣はやや不適切で,｢漢字を調べ
るのに役に立つ｣としたいところである｡述語が ｢役に立つ/いい｣のような
場合,｢タメニ｣よりも｢ノニ｣の方がふさわしいが,ここでは ｢(ノ)ニ｣
｢(ノ)ニ-｣については扱わなかった｡｢(ノ)ニ｣｢(ノ)ニ-｣は,｢タメニ｣
｢タメニ-｣と額似の用法を持ち,これらについては佐治1984が詳しい.
｢Ⅹ-｣塑従属節について 71
i) ｢カラ｣には特に制約はない,といっても,主節に疑問文ほとりにくい｡ こ
れは寺村1981で指摘されているが,一応可能ではあるので,(｢いい天気だから,
出かけますか?｣)制約はない,とした｡
4) (22)aは,対比の意味なら可能であるO
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